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【ごあいさつ】
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2021度全社スローガン

変化が激しい時に、変化を恐れ受け身に回るか、
変化をチャンスととらえ攻めに回るか。この姿勢が今後の成長を決める。

今年度も新型コロナウイルスの影響で厳しい一年となる事が
予測されますが、今期スローガン『今こそチャンス』のもと、

果敢に攻める1年間として取組む所存です。

デンケングループ目標必達、品質目標達成に向けて、
全員一丸で継続的な改善への取組みが重要となりますが、
新型コロナウイルスの感染防止、クラスターを発生させない

取組みが大前提であります。
引続きの当社活動へのサポートを頂けますよう

宜しくお願い申し上げます。

代表取締役社長 石井 源太

「今こそチャンス！」



【創業50周年に向けて】

-２-

挑戦し続けることで企業の成長と持続可能な社会への貢献
を実現するデンケングループとして50周年を目指します。



【品質改善計画】
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お客様満足度の向上及び

お客様からの信用、信頼の向上に取組みます

→重大な品質不具合発生の撲滅

１．全社一元品質管理体制力の発揮
→品質ＫＰＩ指標の達成

２．品質ＰＲによる営業支援
→お客様満足度向上指標の達成

３．ISOの維持管理と
スリム化した仕組みへの改善

→各ＩＳＯとのスキームの見直しと効率改善



【本社品質保証体制】

-４-

品質保証体系図

R&D・設計ＦＭＥＡとしてレビューを行う

センター内
検討会議

(キックオフ会議)

基本設計

詳細設計

DR１
(設計審査会)

試作判定

MIEZODRIVE HOME

研究開発品例

DR０→お客様のご要求に応えるべく社内レビューでの検討



【お客様満足度向上に向けた取組み】
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①
技術レベル

②
製品の品質

④
営業サポート

⑤
営業の提案力

⑦
納期

⑧
コストパフォーマンス

⑨
納品後トラブル

⑩
品質サポート対応

⑪
接客マナー

⑥
設計・技術対応力

③
顧客との折衝力

コロナ禍の影響懸念があり
ますが、更なるお客様への
ご提案が望まれています。

良い製品の供給の為にも、もっとお客様と接して、
コミュニケーションの強化、連携強化に努めます。

お客様のｱﾝｹｰﾄを社内で分析

QDCの視点で改善に取組む

アンケートよりお客様の
ご不満点や期待値を
社内で共有し

理解することが大切。
そして改善計画として
事業計画へ反映し、改善



【人財育成の取組み】
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モグラ叩きにならない要因分析と対策を社内展開

主任、係長“111名”に実施（2月）
ポカミス対策実践

研修

品質とは何か？から品質の種類や不具合対応まで

工程リーダー“6名”に実施（7・8月)品質基礎教育

ISO9001、ISO27001の規格要求事項、社内標準、
OJTによる内部監査者教育を“10名”に実施（7.8月）内部監査員教育

品質スキルの向上

品質の重要性、品質基礎力の向上を期待し、階層別の品質教育を実施。
“もっと教育の機会を増やして欲しい“との要望を受け、更に高みを目指します。

受入検査員教育

入荷品や出荷品に対する検査知識、検査方法など

受入検査員、出荷検査員“33名”に実施 (8・9月)検査員教育

規格要求事項、社内標準、OJTによる監査対応への

教育を新規・更新監査員“10名”に実施（7月）
内部監査員
教育

分類や取り扱い、貸出要領など計測器管理の内容を

計測器担当者”6名“に実施（6・7月）。

計測器取扱い

教育

ポカミス対策実践研修



【コロナ禍に於ける品質確保への対応】
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営業活動

中間立会

設計審査
（DR1）

最終立会
（DR2）

組立

お客様に立上を依頼

海外での現地作業をリモートで行えるように必要なドキュメントをルール化しました。
マレーシア向け、韓国向けモジュールテスターでスムーズな立上が出来ました。

コロナ禍で営業活動やお客様による設計審査、立会検査等、移動に制約がかかりました
が、Web会議システム等を活用してコミュケーションを図っています。

活動事例：コロナ禍で海外への渡航が出来ない



【トピックス】
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特許チャレンジコンテスト2年連続 大分県 『最優秀賞』 を受賞

【受賞製品】
レンズに映る立体的な画像を見る事で凝った
目の筋肉をストレッチさせる装置「MIEZO」
を開発し特許を取得しました。

【ＭＩＥＺＯ】石井社長

ISO27001情報セキュリティ“認証を取得” ソーラー事業部
EMS開発課

ISO/IEC27001＝情報セキュリティマネジメントシステム

（ISMS：Information Security Management System）の国際規格

情報資産をリスクから守ることを目的として、
①個人レベルの情報セキュリティ
②高度情報社会と情報セキュリティ
③企業や組織の情報セキュリティを 「機密性」 「可用性」 「完全性」の
切り口で、３５の管理項目、１１４の策を以て活動を実践中であります。

ウィルス

改ざん

なりすまし

情報

有害情報
ハッカー

スパイ

侵入



【トピックス】

エレクトロニクス事業部 中部EMC試験所紹介(１／２)

-９-

◆主な試験サービス
放射エミッション試験
伝導エミッション試験
放射イミュニティ試験
BCI試験
TEMセル試験
ストリップライン試験
無線機/携帯電話
アンテナ近接試験
静電気試験

◆保有環境
電波暗室
シールドルーム
半田スペース
アンテナ各種
計測機器各種

所在地
住所：〒448-0855
愛知県刈谷市大正町２丁目202



【トピックス】

iNARTE ▶ EMC Engineer/Technician資格者

iNARTEとは、米国の非営利団体であるiNARTE（The International Association for 
Radio, Telecommunications and Electromagnetics）が、1988年に創設したEMCの技術、
スキルを認証するグローバルな技術資格です。
iNARTE資格を取得することはEMCの知識・能力の客観的な証明と判断に有用であると言われて
おります。

資格取得については、KEC(関西電子工業振興センター)様を始めとする各機関のご支援を頂きなが
ら、講習会、実試験に至る、取組みの支援を頂き取得を可能とするものです。ＫＥＣ様では2020年、
日本での資格者数が1,200名を突破しているとのことです。

エレクトロニクス事業部 中部EMC試験所においては、ＥＭＣエンジニアとして10名以上が従事し

内２名がiNARTEの資格を有しています。資格者は日々の業務以外にも後進の資格取得への
育成、指導に努め、研修会、トレーニング機会を計画、遂行し、資格者の増強にも励んでおります。

iNARTEへの取組みについて

※EMCとはElectromagnetic Compatibilityの頭文字で、
JISでは電磁両立性と定義されている。
機器は「電磁的妨害源とならないように、且つ、電磁的な干渉を受けない
ように、あるいは受けても正常に動作する(両立する)」ように設計、製造
されていなければならない。
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エレクトロニクス事業部 中部EMC試験所紹介(２／２)

電磁両立性（ＥＭＣ）

電磁ノイズ

エミッション（ＥＭＩ）

ノイズの放出

イミュニティ（ＥＭＳ）

ノイズに対する耐性



【コミュニケーション活動】

隔月ですが、品質の旬な情報を共有すべく、品質新聞の発行を
継続中。デンケン品質を確かなものへ！。

各事業部と共有すべき品質情報を提供することと、
過去トラ等の振返りや気付きについてのきっかけを担い、
製品品質向上への寄与に繋がることを期待しております。
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高木さん

井上さん



事業部 ISO9001 ISO14001 ISO13485 ISO17025 ISO27001

本社工場
システムソリューション事業部

テクニカルセンター
管理本部
品質保証部

〇 〇 ー ー ー

鬼崎工場
メタルソリューション事業部

〇 〇 ー ー ー

高崎工場
ソーラー事業部
パーキング事業部

〇 〇 ー ー

〇
ソーラー事業部
EMS開発課が対象

南杵築工場・八坂工場
ヘルスケア事業部

ー 〇
〇

南杵築工場が
対象

ー ー

守江工場
エレクトロニクス事業部

〇 〇 ー 〇 ー

エレクトロニクス事業部
中部評価センター

ー ー ー 〇 ー

ISO認証取得状況
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株式会社デンケン
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